
2019年度　大阪工業大学　海外研究支援プログラム　応募申請書

	申請枠（該当に〇）
	A枠（協定校） ・ A枠（協定校以外） ・ B枠


· 1ページ目のフォーマットは変更しないこと。

	提出日
	　2019年　　　月　　　日

	学部生の場合

　所属学部・学科
	学部　　　　　　　　　　学科

	
	大学院内部進学入試受験予定　・　第1回入試受験予定　（該当に〇）

	大学院生の場合

　所属研究科・専攻
	研究科　　　　　　　　　専攻

	出身校（大学院生のみ）
	大学　　　　　学部　　　　　学科（学生番号：　　　　　）

	学生番号
	

	学生氏名
（性別は該当に〇）
	（フリガナ）

	
	　
㊞　( 男・女 )

	学生携帯電話番号
	

	学生メールアドレス
	

	指導教員氏名
	　
㊞　

	教員メールアドレス
	


	研究課題名

	

	受入予定先（所属先の機関名、国、所在地：詳細は次ページ以降に記入のこと）

	機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　           （例:ｱﾒﾘｶ合衆国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ市）
協定校 ・ 協定校以外 （該当に○）

	派遣期間（出発日、帰国日、宿泊数：詳細は次ページ以降に記入のこと）

	　2019年　　月　　日出発　〜　20   年　　月　　日帰国　（　　泊　　日）

	教員同行予定の有無（有の場合は、出発日、帰国日、宿泊数も記入。5日間以内とする）　

	　なし　

　あり　【　　月　　日出発　〜　　月　　日帰国　（　　泊　　日）】※5日以内


このページの以下は事務局使用欄

	受付番号
	支援概算
	書類check
	面接日
	推薦順位
	最終判定

	
	千円
	
	
	
	


以下では、いずれの項目も必要に応じて記入枠を縦方向に拡げて下さい。
1.受入先について（学生記入）
	受入先と研究期間
・受入先が複数ある場合は①、②、…と番号を付して記載のこと

	所属先名（例：○大学○学部○学科）
所在地（詳細）／国
研究期間（出発日〜受入先滞在期間〜帰国日）


	受入先の担当者
・受入先が複数ある場合は、上記同様①、②、…と番号を付して記載のこと

	受入担当者氏名等
氏名：
所属：
メールアドレス
連絡先住所

TEL/FAX



	受入先で取組む研究の概要

・卒業研究あるいは修士・博士論文との関連についても言及のこと

	

	研究中滞在時の宿舎について

	宿舎名
住所



2.学生の渡航日程・経路・見積について（学生記入）

	渡航日程・経路・経費見積額
・指定旅行会社発行の航空券の見積書添付のこと

・大学指定業者：ゼロワントラベル（常翔ウェルフェア総合サービスセンタートラベルデスク）

	□見積書の添付を確認（□の欄にチェックを記すこと）

渡航日程

経路


	見積小計

（千円未満は切上）
千円

	受入先（大学、企業等）での研究にかかる施設使用料（宿泊費用は対象以外）
・施設使用料が発生する場合、受入先からの請求書や料金表等の金額根拠を添付のこと

	施設使用料：　有　・　無　　（該当に〇）

有の場合→□請求書等の添付を確認（□の欄にチェックを記すこと）
	見積小計
（千円未満は切上）
円


3.学生本人について（学生記入）
	英語力あるいは滞在先国での言語力について

※これまで受験したTOEIC/TOEFL/英語検定試験等の受験年度とスコアおよび旅行を除いた海外滞在経験等

	英語力（TOEICスコア最高点等）※A枠申請者は必ず記入し、スコア等を証明できる書類を添付すること

TOEIC：
その他：
海外滞在経験等



	海外での研究にかける意気込み（自由記述）

	

	単位取得数

	【学部生の場合】

　★2018年度終了時点で　　　　単位取得

　★卒業要件を満たすために、あと　　　　単位取得必要（卒業研究は除く）

【大学院生の場合】

　★2018年度終了時点で　　　　単位取得

　★修了要件を満たすために、あと　　　　単位取得必要


	海外滞在中の国内連絡先（学生本人との関係を明記のこと）

	連絡先氏名/ﾌﾘｶﾞﾅ
（本人との関係：　　　　）
連絡先住所
連絡先TEL/FAX

連絡先メールアドレス
携帯電話番号（緊急連絡用のため夜間等に連絡を行う場合があることをご了解下さい）



4.指導教員によるコメント（指導教員記入）

	学生の受入先となる相手研究者との関係

	

	本申請に関する連絡状況について

	

	A枠（協定校）へ応募し、A枠（協定校JASSO推薦枠）で採択された場合

派遣期間中は、日本学生支援機構の定めにより、毎月「在籍確認書」に受入先指導教員の署名をいただく必要がありますので、予め受入先指導教員と調整願います。

	毎月の署名にかかる受入先指導教員との調整状況

了承済み　　・　　調整中　　・　　不可　　（該当に〇）

	派遣先でのインターンシップ有無について

	派遣先でのインターンシップの有無： 有　・　無　（該当に〇）

インターンシップ有の場合： 報酬有　・　報酬無　（該当に〇）
報酬有の場合（派遣期間中の総額）： 報酬金額（見込み）　　　　　　　円


■教員が同行（引率）する場合　※教員が同行しない場合、記載の必要なし

	同行（引率）することが必要な理由

	

	渡航日程・経路・経費見積額
・指定旅行会社発行の航空券の見積書添付のこと

・大学指定業者：ゼロワントラベル（常翔ウェルフェア総合サービスセンタートラベルデスク）

	渡航日程　※5日以内
経路


	見積小計

（千円未満は切上）

千円


· 教員引率出張の場合、旅費規定に基づき日当などは事務局で計算しますので，航空機利用にかかる渡航費用のみ記入してください。
5.海外研究支援プログラム応募に関する確認事項（学生記入）

以下の項目を確認し、□の欄にチェックすること。このページも提出すること。

★応募申請に関して

· 応募に関して、保証人（学費支弁者）の同意を得ている。

· 本プログラムが支援するのは、(1) 航空機利用にかかる渡航費用の9割、(2) 受入先（大学、企業等）での研究にかかる施設使用料（宿泊費用は含まない）、ならびに、(3)生活援助金（JASSO推薦枠以外ならばA枠1日2,000円、B枠1日最大2,000円）のみであり、滞在にかかるその他費用、海外保険加入料およびビザ発券費用等は含まないことを理解している。

★海外研究支援プログラムに採択された場合に関して

· 派遣期間中、本学指導教員と密に連絡を取り、卒業研究・大学院での研究を遂行することを理解している。

· 派遣期間が、授業期間の過半週を超える場合、卒業研究・特別研究・特殊研究以外の授業科目の単位を取得できないことを承諾している。

· 派遣期間中も本学に学費を納めることを承諾している。

· 除籍等で本学学生としての身分を失った場合、本プログラムの適用は終了し、既に支給している経費支援の内、身分喪失後に該当する金額を返納しなければならないことを理解している。

· 派遣期間終了後、成果報告書を国際交流センターに提出し、成果報告会で発表することに同意する。

★派遣期間の変更に関して

· 研究の遂行に問題が生じた場合、速やかに本学指導教員に報告して、対応策を協議することを理解している。また、研究の目的を達成することができないと判断し、大学が帰国を勧告した場合には、速やかに応じることを了解している。

· 受入先機関の規則等を遵守しない等、問題行動を指摘された場合、大学が帰国を命ずる等の措置を講じること、また、それに応じなければならないことを理解している。

· 上記2項に該当する理由、あるいは別の理由で、計画された派遣期間の途中で帰国することになった場合、既に支給している経費支援の内、大学が指示する金額を返納しなければならないことを理解している。

★A枠（協定校）の申請に関して〔本項目はA枠（協定校）申請者のみ回答すること〕
□ 「日本学生支援機構海外留学支援制度」にかかる手続きのため、学業成績簿写し・家計を証明する書類等の奨学金手続きに必要な書類を提出することに同意する。

2019年　　　月　　　日　学生本人署名　　　　　　　　　　　　　　　
6.提出書類チェック表（学生記入）
提出する書類を以下の表で確認し、チェックを入れること。
（このページも提出すること）
■A枠・B枠共通
	チェック
	提出書類
	備考

	
	応募申請書
	両面印刷で出力して提出すること

	
	航空券見積書（学生用）
	

	
	航空券見積書（引率教員用）　
	教員が同行しない場合は不要

	
	施設使用料請求書　　
	費用が発生しない場合は不要


■A枠申請者のみ
　

　【全員】

	チェック
	提出書類
	備考

	
	英語能力を証明する書類
	「TOEIC SCORE REPORT」
もしくは、
「2018年度後期学業成績簿写し※」


【受入先が協定校の申請者】
	チェック
	提出書類
	備考

	
	家計調査票
	

	
	2018年度後期学業成績簿写し※
	

	
	JASSO成績評価係数　算出表
	


※学業成績簿写しについて

・大学院1年次生は、学部の学業成績簿を提出すること。

・提出は1通のみでよい。
（次ページに続く）
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